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回 日　程 内　容 実施場所 参加人数



















































30人（50. 0％）、「そう思わない」は ₂人（3. 3％）、



































①鷹合 ①駒川・鷹合（西側） 商店街 → にぎわい
②湯里 ②針中野・湯里（東側） 針と湯 → 癒し
　─ ③矢田・公園南矢田（西側） 大和川、クラインガルテン広場 → 自然
③照ヶ丘矢田 ④照ヶ丘矢田・住道矢田（東側） 学園の周辺 → 日常生活































写真－ 1 写真－ 2














































































































































写真－ 5 写真－ 6




日吉小学校（南堀江 ₄ - ₉ -19） 収容避難所、防災スピーカー津波避難ビルとして指定
日吉公園（南堀江 ₄丁目） 一時避難所
汐見橋（道頓堀川）
なにわ筋 淀川が氾濫した場合、これより西側は0. 5～3. 0ｍ浸水予測
立花通り（オレンジストリート） ガラス張りのビル等
災害ボランティア登録事業所・店舗 （ ₂箇所程）
（到着）14：50 西区民センター
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まち歩きによる現地調査の結果とまとめ
　西区民センターでの、まち歩きのふりかえりでの
参加者の発言は以下のようである。
①ベビーカーと災害について
・逃げる時にはベビーカーは使えないし、危ない
・ベビーカーは荷物を積むのに使うぐらい
・身に近いところで子どもを守る
・駐輪マナーが悪く、ベビーカーが歩道を通れない
ことがある
②避難場所
・堀江はマンションが多いので、マンションに逃げ
られるようにしてほしい
・マンションの屋上だけに入れるようにしてはどう
か
・地震で停電した時に入れるようにすればよいが、
防犯上危ない
・避難場所の数は足りているのだろうか
・オフィスに避難できるのではないか、自動ドアは
手で開くことができる
・お寺も避難所としてよいのではないか
・病院も避難所になるのではないか
・病院が多く、大きな病院だと24時間対応もできる
・大きな地震でもマンションは安全なのか、マン
ションごと津波に流されるのではないか
・できるだけ新しそうなビルの上に行くしかない
・子育てセンターに避難できたらよい
・汐見橋に津波の碑が建っている。「住んではいけ
ない（危ない）」との文言がある
③防災のための設備について
・地震を一斉に知らせる手段はないか
・日吉小学校の防災スピーカーは、本当に鳴るのか、
聞こえるのかをチェックしてほしい
・公衆電話が少なくなっている。安否確認等、最近
は携帯でもできるが、高齢者など所持していない
表－ 5
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人には無理である。無料で使える電話があるなど
考えられる
・住之江区では車の通る数を制限している
・見晴らしが良いように、公園の周りの木を伐って
いる
・電線が多く、地震の時に不安
④マンション内での取組の可能性について
・マンションではないが、防災訓練には参加したい
と思う
・マンション内で備蓄をしてほしい。自分で備蓄を
したら人にも提供できる
・さりげない協力はできる
・具体的に話を進めたいが、まず同じマンションの
住民だけで話をして、実際にまち歩きの時は大き
な範囲にして集ることもいいのではないか
・自分のマンションで誰が声がけをするのか、自分
がでしゃばりだと思われたくない
⑤地域での取組
・警察が主催するイベントは恐いと思う
・地域での会館での催し（子育てサロン）で知り
合った
・小学校は投票所なので、子どものいない人も知っ
ている
・ママ向けのイベントにパパも一緒に参加できるよ
うにしてほしい
・子育て広場などは男の人は入りにくい
・男手の入る遊びもできたらよい
　こうした災害の時に、誰が声掛けするのか、情報
をどの様に知るのか。特に、都市部のマンションで
は人や地域とのつながりが希薄であると考えられる。
⑥家族以外の交流
・仕事で付き合う時間も無かったので、子どもが生
まれるまでは知り合いもいなかった
・挨拶をしてくれる人もいる
・知り合ってもメールアドレスを把握していいのか、
わからない
・住所を知っていいのか、人との距離感に悩む
⑦マンション内での交流について
・マンションでも賃貸だと入れ替わりもあり、なか
なかむつかしい
・挨拶をする程度
・引っ越してきた時にあいさつ回りをしたからか、
親しくしている
・よく声をかけ合う
・掲示板にお知らせも貼っている
・管理人の熱意を感じる
・子どものつながりで交流がある場所もある
　まち歩きの後の話し合いの中で、家族以外の人と
の交流や、マンション内での交流があまり無く、子
どもによってかろうじて他人とつながりが持ててい
ること、積極的につながりをもつという意思が少な
く、コミュニケーションをどの様に人とのつながり
を創るのかがあらためて浮き彫りになった。わずか
半日であったが、一緒にベビーカーを押して町を
チェックして歩き、特に子どもを別室で保育スタッ
フに託して、母親同士が地域の防災を考える話し合
いをしたことで、家族以外の人とのコミュニケー
ションがとれたことを喜んでいた。「このような場
をまたもてればよいなあ」という期待の声があがっ
た。
成果と課題
　「我が家の防災マップの作り方」は、実際のまち
歩きプログラムの現地調査の前に参加者に記入して
もらう予定になっていた。しかし、当日に他の資料
とともに配布されたことで参加者には自宅周辺の
チェックができていなかった。しかし、結果的に事
前に記入することは市民には難しいことがわかった。
　「我が家の防災マップの作り方」は、大阪市此花
区役所の「我が家の防災マップの作り方」を参考に、
参加者の自宅から避難所までの周辺地図を書いても
らい、次の項目を地図上に記入してもらう方法であ
る。
①まず自分の家の位置を地図上にマークする
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②自分の家に一番近い避難場所を見つけてマークす
る（一時避難場所＝区内の公園、収容避難場所＝
台風や地震などの災害時に建物内に避難できる学
校など）
③避難場所への経路を書く（自分の家から一時避難
場所への経路は赤色、一時避難場所から収容避難
場所への経路は青色）
④水源に水色で印をつける（消火のときに水源とな
る所、プールや貯水槽、川、池など）
⑤避難場所以外の空き地に色を塗る（オープンス
ペースを探す）
⑥危険な箇所に危険シールを貼る（避難場所までの
経路で危険な場所にマークする、何が危険なのか
を詳しく書く）
⑦材木や、鉄工所、コンビニ、薬局にマークする
⑧自分で調べたことを直接書き込む
　記入しようとして、次の点が問題としてわかった。
参加者の多くは、乳幼児を持つ若年女性層で、マン
ション等に居住し、自宅に居住している年数が短い。
そのことにより、自宅周辺の地図をどこまで書ける
か。一時避難所や収容避難場所になっている公園や
学校の名前や位置が分からないことが多い。また、
自分で区役所などが作成している避難場所の記入さ
れている地図などを持っている人は少ない。避難場
所への経路は地震や火災等では公園などが避難場所
に適している。しかし、東日本大震災のような大津
波や大洪水の場合は公園等の平地では役に立たず、
高い位置への避難場所と経路が必要となる。また、
一時避難場所から収容避難場所への経路を書くとい
う二段階になっているが、津波や洪水の場合は、当
初から高台の場所への避難が必要となる。火災のと
きに初期消火ための水の存在を知っておく必要があ
るが、貯水槽やプールなどどこにあるかは一般の市
民には知られていない。避難場所以外の空き地は、
例えば公有地などはフェンスで囲まれていたり、ま
た「オープンスペース」とはどういう所を指すのか、
具体例がないとわかりにくい。避難ですぐに必要と
なる緊急の飲食料など雑貨はコンビニエンスストア
やケガをした場合など薬局の位置を知っておくこと
が重要である。材木屋や鉄工所はどんな時に必要に
なるのかが知られていないし、どの地域にもあるも
のではない。
　以上から、事前に我が家の防災マップを作成する
ことは実際は困難であることがわかる。まち歩きを
して現地調査をして始めて、その視点と位置を確認
し、あるいは自分の知らない、必要とする場所を調
べようとするのではないかと考えられる。
　また“市民”といっても多様である。年齢層、今
回のように乳幼児連れの女性、介護を必要とする人、
一人暮らしの人などで異なる。災害が夜間か昼間か
でも、家族の存在の状況は異なる。それぞれ市民の
状況に応じた災害からの避難の方法と、事前準備が
求められる。
　特に、都心部のマンション居住者の災害避難や防
災は大きな課題があることがわかった。その ₁つが、
乳幼児の子育て若年女性層である。まち歩きの現地
調査のまとめの話し合いで明らかになったことは、
まず、乳幼児の子育て若年女性層は、マンション居
住者が多く、マンション内や近隣地域とのコミュニ
ケーションが少なく、また地域とのつながりが少な
い。マンション内での交流や家族以外の人との交流
がほとんどなく、マンション内や地域での防災の取
組をするにも、まずコミュニケーション、つながり
を必要としている。まずはそのきっかけを創ってい
くことが重要であることがわかる。今回のような、
災害を想定した場合、どのようにマンションで考え
るか、マンションと地域との関係をどのように作っ
ていくか、から始めても良い。
　その場合、マンションの中の住民だけでなく、地
域との取組と連携、連動させることが必要になり、
区役所との関係をどの様に作っていくか、むしろ区
役所はマンションに居住する市民とどのように関係
を作っていくのかが問われることにもなる。
まとめ
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　今回の防犯や防災の視点からまちの現地調査を含
めたプログラムを実施した。その結果、“市民”と
いっても多様であり、性別、年齢、家族形態、ライ
フスタイル等で異なり、その実態とニーズに合った
プログラム、また昼夜間の時間帯でも異なるプログ
ラムの開発が必要であることが分かった。そのため
課題解決に向けた対象別プログラムの重要性が必要
になる。
　また日常から地域の人間とのつながり、コミュニ
ケーションの重要性、マンションと地域での交流の
重要性も再確認された。特にマンションの住民同士
のコミュニケーションをどの様に創っていくか、防
犯や防災の視点から大きな課題である。
　これまで、行政と既存の地域団体組織との連携で
考えられていた防災や防犯は、それに所属していな
い多様な生活の市民や、増加する一方の都心マン
ション居住者との関係をどの様に構築し、防災・防
犯のまちづくりにつなげていくのかが核となる課題
である。
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